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子 ど も た ち に 誇 れ る  笑 顔 日 本 一 の ま ち  久 慈



　久
慈
市
は
、
琥
珀
と
恐
竜
化
石
が
約
９
0
0
0

万
年
前
の
同
じ
地
層
か
ら
産
出
さ
れ
る
世
界
で
も

貴
重
な
太
古
ロ
マ
ン
を
感
じ
ら
れ
る
地
域
で
す
。

　豊
か
な
自
然
に
も
恵
ま
れ
、「
久
慈
育
ち
琥
珀

サ
ー
モ
ン
」
や
「
山
形
村
短
角
牛
」
を
は
じ
め
、
海

山
里
の
特
産
品
は
地
域
の
宝
で
す
。

　環
境
問
題
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

脱
炭
素
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
太
陽
光
や
風
力

な
ど
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
用
い
て
、
地
域
の

産
業
振
興
や
雇
用
拡
大
に
向
け
て
施
策
を
進
め
て

い
ま
す
。

　三
陸
沿
岸
道
路
が
全
線
開
通
し
、
令
和
５
年
４

月
に
は
道
の
駅
「
い
わ
て
北
三
陸
」
が
開
業
。
当
市

の
魅
力
や
情
報
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
交
流
人

口
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

　「子
ど
も
た
ち
に
誇
れ
る
笑
顔
日
本
一
の
ま
ち

　

久
慈
」
を
基
本
理
念
に
、
こ
れ
か
ら
紹
介
す
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
推
進
、
防
災
体
制
の
充
実
、
子

育
て
支
援
な
ど
の
施
策
を
展
開
し
、
さ
ら
な
る
市

勢
発
展
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

久
慈
市
長  

遠
藤
譲
一
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日
本
一
の
面
積
を
誇
る
白
樺
林
。

太
古
の
ロ
マ
ン
を
伝
え
る
悠
久
の
大
地
。

豊
か
な
自
然
が
生
み
出
す
山
海
の
美
味
と
、

自
然
と
人
が
と
も
に
育
ん
で
き
た

ふ
る
さ
と
の
な
り
わ
い
。

み
ん
な
が
笑
顔
で
、

将
来
へ
の
希
望
に
あ
ふ
れ
た

毎
日
が
送
れ
る
よ
う
に
。

「
こ
こ
に
し
か
な
い
」
魅
力
を
大
切
に
、

「
こ
こ
で
な
ら
実
現
で
き
る
」

未
来
に
向
か
っ
て
久
慈
市
は
今
日
も
、

明
日
へ
の
一
歩
を
進
め
て
い
ま
す
。
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美
し
い
海
山
里
を

い
つ
ま
で
も

久
慈
市
が
取
り
組
む

脱
炭
素
社
会
の
実
現

豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
久
慈
市
。

愛
す
べ
き
故
郷
を
い
つ
ま
で
も
健
や
か
に
守
り
、

そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
が
将
来
に
わ
た
り

い
き
い
き
と
過
ご
し
て
い
く
た
め
に
、

久
慈
市
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

久
慈
市
が
取
り
組
む

脱
炭
素
社
会
の
実
現

CARBON ZERO
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2019年に県北9市町村で2050年までの二酸化
炭素排出量実質ゼロの目標を共同発表

再生可能エネルギーによって得られた電力を市の施設に利用

再エネ電気の供給源となっている滝発電所
アマリングリーンでんき

乾燥チップを利用した熱エネルギー輸送の取り組みをしている久慈バイオマスエネルギー株式会社シイタケ栽培のハウス

を
締
結
。
地
球
温
暖
化
対
策
と
地

域
経
済
発
展
の
両
立
を
目
指
し
、

地
域
が
互
い
に
資
源
を
補
完
し
な

が
ら
支
え
合
う
「
地
域
循
環
共
生

圏
」
と
し
て
連
携
を
深
め
て
い
ま

す
。　ま

た
、
同
年
10
月
に
、
２
０
５

０
年
ま
で
に
市
有
施
設
の
使
用
電

力
の
再
エ
ネ
１
０
０
％
化
を
目
指

す
「
再
エ
ネ
１
０
０
宣
言 

R
E 

A
c
t
i
o
n
」
協
議
会
に
参
加

し
、
12
月
に
は
県
北
９
市
町
村
共

同
で
、
２
０
５
０
年
の
二
酸
化
炭

素
排
出
量
を
実
質
ゼ
ロ
と
す
る
目

標
を
発
表
。
２
０
３
０
年
度
の
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
目
標
を
２

０
１
３
年
度
比
で
62
％
削
減
と
定

め
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　久
慈
市
は
、
地
球
温
暖
化
対
策

の
推
進
と
地
域
社
会
の
持
続
的
発

展
を
目
指
し
、
脱
炭
素
社
会
の
実

現
に
向
け
た
動
き
を
加
速
し
て
お

り
、
２
０
５
０
年
度
の
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
に
向
け
て

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
２

０
１
８
年
３
月
に
は
、
市
内
の
企

業
が
設
立
し
た
「
久
慈
地
域
エ
ネ

ル
ギ
ー
株
式
会
社
」
に
資
本
参
加

し
、
岩
手
県
初
の
自
治
体
新
電
力

が
誕
生
。
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
つ

く
っ
た
電
気
を
地
域
で
使
う
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
以
下
「
再
エ

ネ
」
）
の
地
産
地
消
を
目
指
し
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　２
０
１
９
年
２
月
に
は
、
県
北

９
市
町
村
共
同
で
、
横
浜
市
と
再

エ
ネ
電
気
の
供
給
や
脱
炭
素
化
の

推
進
を
通
じ
た
相
互
の
地
域
活
力

の
創
出
を
目
指
す
「
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
連
携
協
定
」

「
脱
炭
素
化
」に

向
け
歩
み
速
め
る

マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
株
式
会
社
」
で

は
、
バ
ー
ク
（
樹
皮
）
や
林
地
残
材

を
使
っ
た
チ
ッ
プ
な
ど
の
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
を
燃
料
と
し
て
シ
イ
タ

ケ
栽
培
ハ
ウ
ス
に
熱
を
供
給
。
余

剰
熱
で
製
造
し
た
乾
燥
チ
ッ
プ
は
、

温
水
プ
ー
ル
な
ど
で
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

　久
慈
市
で
は
再
エ
ネ
の
拡
大
を

通
し
て
、
環
境
問
題
だ
け
で
な
く

地
域
経
済
の
循
環
や
雇
用
問
題
、

そ
の
ほ
か
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
課
題

の
同
時
解
決
を
目
指
し
て
お
り
、

そ
の
メ
リ
ッ
ト
が
地
域
や
住
民
に

も
還
元
さ
れ
る
よ
う
、
官
民
が
連

携
し
て
検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　２
０
２
０
年
４
月
に

は
、
滝
発
電
所
（
水
力
発

電
）
で
発
電
さ
れ
た
再
エ

ネ
電
気
を
久
慈
地
域
エ

ネ
ル
ギ
ー
株
式
会
社
が

「
ア
マ
リ
ン
グ
リ
ー
ン
で

ん
き
」
と
し
て
販
売
開

始
。
ア
ン
バ
ー
ホ
ー
ル

を
は
じ
め
と
す
る
市
の

施
設
で
利
用
し
て
い
ま

す
。
ま
た
市
内
に
あ
る

民
間
会
社
「
久
慈
バ
イ
オ

地
域
や
住
民
に
も

脱
炭
素
の

メ
リ
ッ
ト
を
還
元

久
慈
市
が
取
り
組
む

脱
炭
素
社
会
の
実
現
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まちづくりを
支援・課題解決

地域の人々

久慈地域エネルギー

排出 CO2 吸収CO2差引
ゼロに

7 6



一般ゴミをガス化し、そのガスからエタ
ノールを生成。プラスチックの原料や航
空燃料への活用が想定されている

実現すれば、全高約３００mの巨大な風車が洋上に並ぶ

ハイブリッドスパー型浮体式洋上風力発電施設
「はえんかぜ」
（長崎県五島市椛島沖・撮影者：西山芳一）

「脱炭素先行地域」の認定書を受け取る遠藤市長

　久
慈
市
の
再
エ
ネ
へ
の
取
り
組

み
で
い
ま
最
も
注
目
さ
れ
て
い
る

の
が
洋
上
風
力
発
電
。
一
般
的
に

陸
上
よ
り
安
定
し
て
強
い
風
が
吹

き
、
騒
音
や
景
観
問
題
が
比
較
的

少
な
い
洋
上
風
力
発
電
は
、
世
界

的
に
も
導
入
が
広
が
っ
て
い
る
注

目
の
発
電
方
法
で
す
。

　久
慈
市
で
は
沖
合
の
海
域
を
対
象

に
、
２
０
１
８
年
度
か
ら
２
０
２
０

年
度
に
か
け
て
環
境
省
の
委
託
事
業

と
し
て
ゾ
ー
ニ
ン
グ
実
証
事
業
を
実

施
。
２
０
２
１
年
に
は
「
一
定
の
準

備
段
階
に
進
ん
で
い
る
区
域
」
に
整

理
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
海
底
の
地

形
や
風
況
な
ど
の
調
査
を
引
き
続
き

行
っ
て
い
る
ほ
か
、
関
係
者
と
の
対

話
を
進
め
て
い
ま
す
。

　当
海
域
で
採
用
が
検
討
さ
れ
て

い
る
の
は
、
海
面
に
浮
か
べ
た
浮

体
の
上
に
風
車
を
設
置
し
て
発
電

す
る
「
浮
体
式
洋
上
風
力
発
電
」
で

世
界
初
の
技
術
を
持
つ
、
積
水
化

学
工
業
株
式
会
社
の
グ
ル
ー
プ
会

社
で
あ
る
積
水
バ
イ
オ
リ
フ
ァ
イ

ナ
リ
ー
株
式
会
社
を
誘
致
。
２
０

２
２
年
か
ら
侍
浜
地
区
に
建
設
さ

れ
た
プ
ラ
ン
ト
で
、
久
慈
管
内
の

一
般
ゴ
ミ
を
使
い
実
用
機
の
10
分

の
１
の
規
模
で
実
証
事
業
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
２
０
２
１
年
６
月

に
は
積
水
化
学
工
業
株
式
会
社
と

「
地
方
創
生
に
関
す
る
相
互
連
携
協

定
」
も
締
結
し
て
お
り
、
産
業
振
興

や
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
関
す
る

取
り
組
み
の
推
進
、
環
境
教
育
や

人
材
育
成
、
防
災
な
ど
で
も
連
携

し
て
お
り
、
地
域
振
興
へ
の
期
待

も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　２
０
２
２
年
に
久
慈
市
は
宮
古

市
と
と
も
に
県
内
の
自
治
体
で
初

め
て
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

の
取
り
組
み
を
先
行
し
て
進
め
る

モ
デ
ル
地
域
「
脱
炭
素
先
行
地
域
」

に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
山
形
町
を

対
象
地
域
と
し
、
太
陽
光
発
電
や

蓄
電
池
の
導
入
補
助
、
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
を
活
用
し
た
熱
電
併
給
シ

ス
テ
ム
の
導
入
、
交
通
弱
者
支
援

に
活
用
す
る
E
V
バ
ス
の
導
入
な

ど
の
脱
炭
素
施
策
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

　ま
た
脱
炭
素
・
環
境
保
護
な
ど

持
続
可
能
な
社
会
の
観
点
か
ら
も

企
業
誘
致
に
取
り
組
み
、
一
般
ゴ

ミ
か
ら
エ
タ
ノ
ー
ル
を
抽
出
す
る

世
界
的
に
も
注
目
さ
れ
る

洋
上
風
力
発
電
の
実
現
を

目
指
す

進
む
、広
が
る
、深
ま
る
、

久
慈
市
の
脱
炭
素
へ
の

取
り
組
み

久
慈
市
が
取
り
組
む

脱
炭
素
社
会
の
実
現

CARBON ZERO

す
。
実
現
す
れ
ば
、
直
径
２
０
０

ｍ
を
超
え
る
ブ
レ
ー
ド
を
備
え
た

全
高
３
０
０
ｍ
の
巨
大
な
風
車
が

海
上
に
立
ち
並
ぶ
こ
と
に
な
り
ま

す
。　洋

上
風
力
発
電
の
導
入
は
、
建

設
・
維
持
に
よ
り
大
き
な
地
元
雇

用
を
生
み
出
す
ほ
か
、
発
電
か
ら

得
ら
れ
る
収
入
の
一
部
は
地
域
振

興
基
金
と
し
て
地
域
へ
の
還
元
も

想
定
さ
れ
て
お
り
、
地
域
経
済
の

発
展
や
、
地
域
に
お
け
る
再
エ
ネ

の
利
用
促
進
に
も
寄
与
す
る
と
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

資源として
回収する

分別して
捨てる

買う・使う

プラスチック製品を作る

エタノール

微生物の力で
エタノールに
変える

ガスに
変える
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小久慈町にある琥珀採掘体験場。誰でも気軽に採掘体験ができる
©小田 隆（画像提供：久慈琥珀博物館）

白亜紀の昆虫や植物を閉じ込
めた琥珀は、いわば古代からの
タイムカプセル
（画像提供：久慈琥珀博物館）

2018年には、発掘体験の参加者が
ティラノサウルス類の歯の化石を発見
（画像提供：久慈琥珀博物館）

1cm

久
慈
市
で
感
じ
る

太
古
の
ロ
マ
ン

琥
珀
と
恐
竜
、

ジ
オ
の
眠
る
ま
ち

希
少
な
琥
珀
も
採
掘
さ
れ
て
お

り
、
学
術
的
に
も
高
く
評
価
さ
れ

て
い
ま
す
。

　２
０
０
３
年
に
は
、
小
久
慈
町

の
河
川
沿
い
に
琥
珀
採
掘
体
験
場

が
完
成
。
久
慈
の
地
層
は
や
わ
ら

か
く
、
シ
ャ
ベ
ル
や
ア
イ
ス
ピ
ッ

ク
を
使
っ
て
子
ど
も
で
も
採
掘
が

可
能
。
過
去
に
は
３
㎏
に
も
及
ぶ

巨
大
な
琥
珀
が
見
つ
か
っ
た
こ
と

も
。
体
験
に
訪
れ
て
い
た
一
般
の

方
や
学
生
に
よ
っ
て
肉
食
恐
竜
の

化
石
が
発
掘
さ
れ
る
と
い
う
大
発

見
も
一
度
な
ら
ず
生
ま
れ
て
い
ま

す
。 　樹

木
の
樹
脂
が
土
砂
な
ど
に
埋
も

れ
、
数
千
万
年
〜
数
億
年
の
時
間
を

か
け
て
化
石
化
し
た
「
琥
珀
」
。
人

類
が
利
用
し
た
最
も
古
い
宝
石
と
も

い
わ
れ
、
日
本
で
は
旧
石
器
時
代
の

遺
跡
か
ら
も
装
飾
品
が
出
土
し
て
い

ま
す
。
久
慈
で
も
古
く
か
ら
採
掘
が

行
わ
れ
、
古
墳
時
代
に
は
奈
良
地
方

へ
と
運
ば
れ
て
い
た
こ
と
も
わ
か
っ

て
い
ま
す
。

　久
慈
市
の
琥
珀
が
採
掘
さ
れ
る

の
は
、
約
９
０
０
０
万
年
前
と
い

う
世
界
で
も
突
出
し
て
古
い
時
代

の
地
層
。
恐
竜
た
ち
が
闊
歩
し
て

い
た
中
世
代
白
亜
紀
後
期
の
地
層

で
す
。
そ
の
時
代
に
生
き
て
い
た

昆
虫
や
植
物
が
閉
じ
込
め
ら
れ
た

恐
竜
が
生
き
て
い
た
時
代
の
地
層
か
ら
採
掘
さ
れ
る
琥
珀
や
、

発
見
さ
れ
る
古
代
生
物
の
化
石
た
ち
。

地
球
が
積
み
重
ね
て
き
た
悠
久
の
時
の
一
端
を

垣
間
見
る
こ
と
の
で
き
る
ジ
オ
サ
イ
ト
。

私
た
ち
の
暮
ら
す
久
慈
市
の
大
地
に
は
、

た
く
さ
ん
の「
太
古
の
ロ
マ
ン
」
が
眠
っ
て
い
ま
す
。

時
の
流
れ
が
生
み
出
し
た

人
類
最
古
の
宝
石「
琥
珀
」

琥
珀
と
恐
竜
、

ジ
オ
の
眠
る
ま
ち

GEO PARK

か
っ 

ぽ
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2012年から発掘調査を行う
早稲田大学の平山廉教授
2012年から発掘調査を行う
早稲田大学の平山廉教授

2008年、ほぼ完全な形でカメの甲羅の
化石が出土。調査により新種であること
がわかり「アドクス・コハク」と名付けられた
©小田 隆（画像提供：久慈琥珀博物館）

久慈海岸（小袖海岸）
マグマがゆっくり冷えてできた深成岩と、デイサイト（石英
安山岩・せきえいあんざんがん）などの火山岩で形成。海
食洞のあいた「つりがね洞」や、東日本大震災津波でも
切れなかったというしめ縄で結ばれた「夫婦岩」などの奇
岩も訪れた人の目を楽しませてくれます。

久慈渓流（鏡岩）
久慈川中流域に位置する久慈渓流。そこにそびえる「鏡
岩」は、南洋にあったサンゴ礁由来の石灰岩がプレートの
移動で大陸に付加、地殻変動によって90度近く傾いた
まま隆起し、その後河川に侵食されてできたもの。秋の見
事な紅葉も人気です。

内間木洞
中生代三畳期に堆積した石灰岩が地殻変動で地上ま
で隆起し、その後雨や地下水の侵食によりできた、約６
kmに及ぶ国内有数の巨大鍾乳洞。洞内には絶滅危惧
種のコウモリや昆虫が生息し岩手県指定天然記念物と
なっており、普段の立ち入りは制限されています。

下戸鎖の枕状溶岩
約２億年前に遠洋の海底火山の噴火で海中に流れ出し
た溶岩が、海洋プレートの移動により運ばれてきたもの。
球状の溶岩が折り重なった枕状の溶岩は、かつてここが
海底だったことを示しています。山根町の道路沿いなどで
見ることができます。

半崎の野田層群
久慈湾内前浜の北端に位置する、高さ60mほどの大断
崖。約６３００万年前に三陸沖で複数回噴火した火山堆
積物が含まれるなど、大地の歴史を今に伝える地層を見
ることができます。

ヒボドゥス類化石（背棘）部位（画像提供：久慈琥珀博物館）

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、

２
０
２
１
年
に
平

山
教
授
に
よ
り

「
ア
ド
ク
ス
・
コ

ハ
ク
」
と
し
て
論

文
に
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
同

じ
地
層
か
ら
４
種

類
の
獣
脚
類
の
歯

の
化
石
が
見
つ
か
っ
て
い
る
国
内

唯
一
の
地
域
で
あ
り
、
恐
竜
研
究

を
進
め
る
う
え
で
も
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。

　琥
珀
や
古
代
生
物
が
含
ま
れ
て

い
る
の
は
、
川
や
浅
い
海
に
た
ま
っ

た
砂
や
泥
が
押
し
流
さ
れ
、
海
底

に
堆
積
し
た
久
慈
層
群
で
す
。

　

　２
０
１
２
年
か
ら
本
格
的
な
発

掘
調
査
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
る

早
稲
田
大
学
の
平
山
廉
教
授
（
古
生

物
学
）
は
、
久
慈
の
大
地
を
「
琥
珀

と
古
代
生
物
の
化
石
が
一
緒
に
出

て
く
る
貴
重
な
地
層
」
と
評
価
し
ま

す
。
こ
の
地
層
か
ら
は
こ
れ
ま
で
、

大
型
植
物
食
恐
竜
や
小
型
肉
食
恐

竜
の
歯
、
カ
メ
や
ワ
ニ
類
の
骨
格

な
ど
約
30
種
２
６
０
０
点
以
上
の

化
石
を
発
見
。
日
本
の
恐
竜
時
代

の
生
物
相
を
探
る
た
め
の
貴
重
な

資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　近
年
で
は
、
２
０
１
８
年
に
琥

珀
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
新
種
の
コ

ケ
植
物
の
化
石
、
２
０
１
９
年
に

白
亜
紀
に
生
き
て
い
た
ヒ
ボ
ド
ゥ

ス
類
の
と
げ
の
化
石
が
見
つ
か
っ

て
い
る
ほ
か
、
２
０
０
８
年
に
見

つ
か
っ
た
カ
メ
類
の
化
石
が
新
種

久
慈
ジ
オ
ワ
ー
ル
ド
へ

よ
う
こ
そ
！

大
地
に
眠
る

白
亜
紀
後
期
の
恐
竜
た
ち

雑
に
岩
が
入
り
組
む
岩
礁
地
帯
は
、

今
で
は
ウ
ニ
や
ア
ワ
ビ
が
繁
殖
す

る
豊
か
な
漁
場
と
し
て
人
々
の
な

り
わ
い
を
支
え
て
い
ま

す
。
一
方
陸
部
で
は
、

海
洋
プ
レ
ー
ト
の
移
動

に
よ
っ
て
遠
洋
か
ら
運

ば
れ
た
チ
ャ
ー
ト
や
枕

状
溶
岩
、
石
灰
岩
な
ど

が
観
察
で
き
、
白
亜
紀

後
期
の
陸
地
付
近
で
堆

積
し
た
地
層
か
ら
は
、

琥
珀
や
古
代
生
物
の
化

石
が
数
多
く
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
青
森
県
八
戸
市
か
ら
福

島
県
相
馬
市
を
結
ぶ
太
平
洋
沿
岸

沿
い
に
伸
び
る
、
約
1
0
０
０
㎞

に
及
ぶ
長
距
離
自
然
歩
道
「
み
ち

の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
」
の
コ
ー
ス

も
整
備
さ
れ
て
お
り
、
地
域
の
人
々

と
交
流
を
深
め
な
が
ら
、
久
慈
の

ジ
オ
を
じ
っ
く
り
と
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
地
球
の
躍
動

か
ら
そ
こ
に
生
き
る
人
々
の
生
活

や
暮
ら
し
の
知
恵
、
自
然
災
害
の

記
憶
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
や

文
化
、
自
然
の
営
み
を
今
に
伝
え

る
久
慈
の
大
地
。
青
森
県
八
戸
市

か
ら
宮
城
県
気
仙
沼
市
ま
で
の
沿

岸
を
縦
断
す
る
日
本
最
大
の
「
三

陸
ジ
オ
パ
ー
ク
」
に
も
含
ま
れ
る

久
慈
市
は
、
そ
ん
な
地
球
と
地
域

の
物
語
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
場

所
で
も
あ
り
ま
す
。

　侍
浜
海
岸
や
久
慈
海
岸
（
小
袖

海
岸
）
な
ど
の
沿
岸
部
は
、
約
１

億
３
０
０
０
万
年
前
に
地
下
深
く

で
マ
グ
マ
が
冷
え
固
ま
っ
て
で
き

た
花
崗
岩
類
が
、
大
地
の
隆
起
に

よ
っ
て
地
表
に
現
れ
た
も
の
。
太

平
洋
の
荒
波
に
長
年
さ
ら
さ
れ
侵

食
さ
れ
て
で
き
た
段
丘
崖
や
、
複

か

　こ
う 

が
ん

だ
ん
き
ゅ
う
が
い

せ
っ 

か
い 

が
ん

ま
く
ら

じ
ょ
う 

よ
う 

が
ん

琥
珀
と
恐
竜
、

ジ
オ
の
眠
る
ま
ち

GEO PARK

大地に刻まれた
「地球時間」が実感できる！ 

久慈のおすすめ

ジオサイト

（画像提供：久慈琥珀博物館）

©小田 隆（画像提供：久慈琥珀博物館）

©小田 隆（画像提供：久慈琥珀博物館）

●内間木洞

●長内渓流

●侍浜

●久慈海岸（小袖海岸）
中長内遺跡
●

●
琥珀・久慈層群

下戸鎖の枕状溶岩●

久慈渓流・鏡岩
●

半崎の野田層群●

281

45

13 12



こ
こ
か
ら
始
ま
る

新
時
代
の
風
土
記

NEW EPOCH

　三
陸
沿
岸
道
路
新
設
に
あ
た

り
久
慈
市
が
最
も
重
視
し
、
近

隣
市
町
村
と
と
も
に
強
く
要
望

し
た
の
が
、
万
が
一
の
災
害
時

に
も
し
っ
か
り
機
能
す
る
「
命

の
道
」
で
あ
る
こ
と
で
し
た
。

東
日
本
大
震
災
時
、
国
道
45
号

の
一
部
区
間
が
津
波
に
よ
り
浸

水
し
、
内
陸
部
か
ら
の
救
援
活

動
が
滞
っ
た
経
験
を
踏
ま
え
、

三
陸
沿
岸
道
路
の
ル
ー
ト
は
震

災
時
の
津
波
浸
水
区
域
を
95
％

回
避
、
残
り
の
５
％
も
高
さ
の

あ
る
橋
梁
で
通
過
す
る
よ
う
に

設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
時
に
、

内
陸
部
も
含
め
た
三
次
救
急
医

療
施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
性
も
向

上
。
救
急
活
動
の
迅
速
化
も
か

な
え
ら
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
久
慈
―
八
戸
間
を
約

40
分
、
久
慈
―
宮
古
間
を
約
１

時
間
で
結
ぶ
な
ど
、
都
市
間
の

所
要
時
間
も
大
幅
に
短
縮
。
雪

の
影
響
を
受
け
に
く
い
道
路
で

あ
る
こ
と
も
含
め
、
物
流
の
効

率
化
や
観
光
の
振
興
、
交
流
人

口
の
拡
大
に
も
寄
与
す
る
も
の

と
し
て
、
地
域
全
体
の
振
興
や

活
性
化
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　東
日
本
大
震
災
か
ら
の
早
期

復
興
に
向
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
整
備
が
進
め
ら
れ
て
き

た
、
復
興
道
路
と
復
興
支
援
道

路
。
２
０
２
１
年
12
月
18
日
、

青
森
県
八
戸
市
と
宮
城
県
仙
台

市
を
結
ぶ
総
延
長
３
５
９
㎞
の

復
興
道
路
「
三
陸
沿
岸
道
路
」

が
全
線
開
通
の
日
を
迎
え
ま
し

た
。
三
陸
沿
岸
地
域
を
結
ぶ
縦

軸
と
な
る
三
陸
沿
岸
道
路
、
内

陸
と
沿
岸
地
域
を
結
ぶ
横
軸
の

復
興
支
援
道
路
の
完
成
に
よ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
へ
の
波
及
効

果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
を
、も
の
を
、

思
い
を
つ
な
げ
る

「
命
の
道
」

た
４
市
町
村
が
そ
れ
ぞ
れ
の
情

報
を
発
信
す
る
屋
台
風
の
ブ
ー

ス
も
備
え
、
北
三
陸
エ
リ
ア
の

P
R
に
活
用
し
て
い
く
予
定
で

す
。　さ

ら
に
道
の
駅
の
イ
ベ
ン
ト

広
場
内
に
は
、
い
わ
て
応
援
ポ

ケ
モ
ン
「
イ
シ
ツ
ブ
テ
」
を
は

じ
め
と
す
る
「
い
わ
タ
イ
プ
」

の
ポ
ケ
モ
ン
を
モ
チ
ー
フ
に
し

た
遊
具
を
設
置
し
た
「
イ
シ
ツ

ブ
テ
公
園
」
も
開
園
。
県
内
外

の
ポ
ケ
モ
ン
フ
ァ
ン
か
ら
も
注

目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　三
陸
沿
岸
道
路
の
整
備
と
と

も
に
沿
線
各
地
で
進
め
ら
れ
て

い
る
の
が
、
道
の
駅
を
活
用
し

た
地
域
振
興
で
す
。
久
慈
市
で

は
、
洋
野
町
、
野
田
村
、
普
代

村
と
と
も
に
、
三
陸
沿
岸
道
路

久
慈
北
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を

降
り
て
す
ぐ
の
場
所
に
新
た
な

道
の
駅
「
い
わ
て
北
三
陸
」
を

整
備
。
北
三
陸
エ
リ
ア
の
ゲ
ー

ト
ウ
ェ
イ
（
玄
関
口
）
と
し
て
、

観
光
の
振
興
や
交
流
人
口
の
拡

大
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　道
の
駅
「
い
わ
て
北
三
陸
」
は
、

物
販
施
設
や
飲
食
施
設
、
情
報

提
供
施
設
、
多
目
的
ホ
ー
ル
な

ど
を
完
備
。
子
育
て
支
援
に
も

力
を
入
れ
て
お
り
、
屋
内
大
型

遊
具
を
備
え
た
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー

ス
の
ほ
か
、
休
憩
ス
ペ
ー
ス
に

は
24
時
間
利
用
で
き
る
お
む
つ

交
換
台
や
授
乳
室
も
整
備
。
ま

北
三
陸
の
新
た
な
交
流
拠
点

道
の
駅「
い
わ
て
北
三
陸
」

津波浸水エリアを回避しルート設定された三陸沿岸道路

三陸沿岸道路全線開通の様子（2021年12月18日）

守
る
、
受
け
継
ぐ
、
広
が
る

こ
こ
か
ら
始
ま
る

新
時
代
の
風
土
記

太
古
の
昔
か
ら
こ
の
地
で
脈
々
と
続
い
て
き
た
人
々
の
暮
ら
し
。

喜
び
も
悲
し
み
も
共
有
し
な
が
ら
、

新
し
い
時
代
へ
と
向
け
て
さ
ら
に
発
展
し
て
い
こ
う
と
す
る
久
慈
市
。

新
時
代
の
風
土
記
の
１
ペ
ー
ジ
は
こ
こ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

2023年4月19日にオープン。道の駅「いわて北三陸」
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産
品
。
お
が
く
ず
や
米
ぬ
か
な

ど
を
混
ぜ
た
菌
床
ブ
ロ
ッ
ク
を

使
っ
て
し
い
た
け
を
栽
培
し
て

い
ま
す
。

　菌
床
し
い
た
け
に
対
し
、
丸

太
に
種
コ
マ
を
打
ち
込
み
、
木

立
の
中
に
伏
せ
込
ん
で
露
地
栽

培
す
る
の
が
原
木
し
い
た
け
。

１
年
半
〜
２
年
か
け
て
ゆ
っ
く

り
育
つ
原
木
し
い
た
け
は
、
肉

厚
で
濃
厚
な
味
わ
い
が
特
徴
で

す
。
菌
床
し
い
た
け
へ
の
切
り

替
え
や
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
生

産
者
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

森
林
と
と
も
に
生
き
て
き
た
久

慈
市
の
大
切
な
産
業
と
し
て
、

次
世
代
へ
の
技
術
継
承
に
努
め

て
い
ま
す
。

　海
と
山
、
自
然
の
恩
恵
を
受

け
る
久
慈
市
で
は
、
そ
の
気
候

風
土
を
生
か
し
な
が
ら
地
域
の

産
業
を
育
て
て
き
ま
し
た
。

　久
慈
市
を
代
表
す
る
農
産
物

と
い
え
ば
、
ほ
う
れ
ん
そ
う
と

菌
床
し
い
た
け
。
４
月
か
ら
秋

に
か
け
て
ハ
ウ
ス
栽
培
さ
れ
る

「
雨
よ
け
ほ
う
れ
ん
そ
う
」
に
加

え
、
近
年
で
は
冬
場
の
寒
さ
に

あ
て
て
糖
度
を
高
め
た
「
寒
じ

め
ほ
う
れ
ん
そ
う
」
が
人
気
で

す
。
目
の
健
康
維
持
に
有
効
で

あ
る
ル
テ
イ
ン
を
豊
富
に
含
み
、

機
能
性
表
示
も
取
得
し
他
の
ほ

う
れ
ん
そ
う
と
の
差
別
化
を

図
っ
て
い
ま
す
。
菌
床
し
い
た

け
は
、
今
、
右
肩
上
り
に
生
産

量
を
増
や
し
て
い
る
期
待
の
特

と
呼
ば
れ
る
市
営
の
基
幹
牧
場

に
母
子
で
放
牧
。
広
大
な
草
原

で
ス
ト
レ
ス
な
く
の
び
の
び
と

育
ち
、
秋
に
は
里
に
お
り
て
く

る
「
夏
山
冬
里
」
方
式
で
育
っ

た
山
形
村
短
角
牛
は
、
か
め
ば

か
む
ほ
ど
肉
本
来
の
お
い
し
さ

が
感
じ
ら
れ
る
と
全
国
か
ら
高

い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　久
慈
市
内
の
小
中
学
校
で
は

年
に
一
度
、
ほ
う
れ
ん
そ
う
、

原
木
し
い
た
け
、
鮭
、
短
角
牛

の
各
食
材
で
「
地
産
地
消
ふ
れ

あ
い
給
食
」
を
実
施
。
生
産
者

の
話
を
聞
き
な
が
ら
地
元
の
特

産
品
を
味
わ
う
こ
と
で
、
地
域

の
産
業
へ
の
理
解
を
深
め
て
い

ま
す
。

　水
産
業
に
お
け
る
ト
ピ
ッ
ク

ス
と
い
え
ば
、
久
慈
湾
に
お
け

る
ギ
ン
ザ
ケ
の
養
殖
で
す
。
海

洋
環
境
の
変
化
に
よ
り
漁
獲
量

が
低
迷
し
て
い
る
主
力
魚
種
の

ス
ル
メ
イ
カ
や
秋
鮭
の
不
漁
を

補
い
、
水
産
業
の
新
た
な
柱
と

な
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
２
０

１
９
年
か
ら
養
殖
試
験
を
開
始
。

愛
称
を
「
久
慈
育
ち
琥
珀
サ
ー

モ
ン
」
と
し
て
本
格
的
に
事
業

化
さ
れ
、
２
０
２
２
年
に
は
約

６
７
２
t
の
ギ
ン
ザ
ケ
が
水
揚

げ
さ
れ
ま
し
た
。

　そ
し
て
、
久
慈
市
の
特
産
と

し
て
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
が
「
山

形
村
短
角
牛
」。
５
〜
10
月
に
か

け
て
、
通
称
「
エ
リ
ー
ト
牧
場
」

山間で露地栽培される原木しいたけ久慈湾で行われているギンザケ養殖

牧場で草を食む山形村短角牛

寒さに耐え甘さを増す寒じめほうれんそう

漁
業
の
新
た
な

柱
と
し
て
取
り
組
む

ギ
ン
ザ
ケ
養
殖

ブ
ラ
ン
ド
力
を
増
す

ほ
う
れ
ん
そ
う
と

し
い
た
け

11月下旬～２月頃にかけて、久慈の寒風に
さらされながら100～120日をかけてゆっく
り生育。寒さに耐えるため葉っぱは縮み、糖
分やビタミン、ミネラルをたっぷり蓄え、糖度
８度以上のものだけが出荷されます。

久慈市が誇る特産品

寒じめほうれんそう
おがくずや米ぬかでできた菌床ブロックに
菌を植え付け、冷暖房完備の特殊なハウ
スで栽培。気候に左右されず、安定した収
量が得られます。

菌床しいたけ
ナラやクヌギなど広葉樹の丸太をホダ木
とし、菌を植え付け山間で露地栽培。肉厚
でうまみが濃く、乾燥させたものは全国乾
椎茸品評会でも入賞するなど品質の高さ
が自慢です。

原木しいたけ
主に山形町で生産。生産者は減少傾向に
ありますが、昨今のアウトドアブームに合わ
せ炭と食材をセットにして売り込むなど、時
代に合わせた販売方法を模索。市も付帯設
備に補助金を出すなど技術の継承に取り
組んでいます。

木　炭
久慈港から約３kmの沖合にイケスを設置。
他の産地より海水温が低いため、鮮魚の需
要が高まる７月下旬～８月初めの出荷が可
能です。また差別化を図るため、特産の山ぶ
どうの皮や種を配合した餌料を与え、ご当地
サーモンとして他産地との差別化にも取り
組んでいます。

久慈育ち琥珀サーモン
（養殖ギンザケ）

春から秋にかけて放牧される牧場は夏でも
冷涼。牛たちは広大な草原で草を食べてす
くすくと育ちます。エサは国産100％。安全
でおいしい赤身肉は全国区で人気です。

山形村短角牛
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撮影に使う豆腐田楽やもち田楽を、地元のお母さんたちが作って提供

「
ロ
ケ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
で

地
域
の
魅
力
を
発
信

な
ど
の
取
り
組
み
の
ほ
か
、
既

存
の
観
光
資
源
の
磨
き
上
げ
や

お
も
て
な
し
力
の
向
上
な
ど
、

受
け
入
れ
る
側
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　こ
れ
ま
で
、
映
像
制
作
者
を

久
慈
市
に
招
い
て
の
ロ
ケ
ハ
ン

ツ
ア
ー
や
、
受
け
入
れ
態
勢
の

整
備
、
製
作
者
へ
の
P
R
を
実

施
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
着

実
に
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　バ
ラ
エ
テ
ィ
や
旅
番
組
な
ど

の
テ
レ
ビ
番
組
の
ほ
か
、「
星
屑

の
町
」（
杉
山
泰
一
監
督
／
２
０

２
０
年
公
開
）、「
永
遠
の
１
分
。」

（
曽
根
剛
監
督
／
２
０
２
２
年
公

開
）
の
２
本
の
映
画
作
品
の
誘

致
も
市
の
働
き
か
け
に
よ
っ
て

実
現
。「
星
屑
の
町
」
で
は
山
根

　２
０
１
３
年
に
放
送
さ
れ
た

N
H
K
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
あ

ま
ち
ゃ
ん
」
は
、大
人
気
を
博
し
、

ロ
ケ
地
と
な
っ
た
久
慈
市
に
は
、

多
く
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。「
あ

ま
ち
ゃ
ん
」
で
得
ら
れ
た
地
域

の
高
揚
感
や
知
名
度
を
最
大
限

に
活
用
し
、
ロ
ケ
地
と
し
て
新

た
な
映
像
作
品
を
誘
致
す
る
こ

と
、
ま
た
地
域
の
フ
ァ
ン
を
増

や
し
、
継
続
的
に
地
域
の
魅
力

を
発
信
し
て
い
く
こ
と
を
目
的

に
、
久
慈
市
で
は
２
０
１
６
年

か
ら
「
ロ
ケ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　「
ロ
ケ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
は
、

ド
ラ
マ
等
の
ロ
ケ
地
を
訪
ね
、

風
景
と
食
を
満
喫
し
、
人
々
の

お
も
て
な
し
に
触
れ
、
そ
の
地

域
の
フ
ァ
ン
に
な
る
こ
と
で
、

久
慈
版
ロ
ケ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
は
、

ロ
ケ
の
受
け
入
れ
や
情
報
発
信

地
区
の
桂
の
水
車
広
場
な
ど
市

内
８
カ
所
で
、「
永
遠
の
１
分
。」

で
は
ア
ン
バ
ー
ホ
ー
ル
や
も
ぐ

ら
ん
ぴ
あ
、
市
内
の
飲
食
店
な

ど
19
カ
所
で
ロ
ケ
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
撮
影
終
了
後
に
は
ロ
ケ

地
に
看
板
を
設
置
し
た
り
、
シ
ー

ン
写
真
を
マ
ッ
プ
に
掲
載
す
る

な
ど
し
て
、
ロ
ケ
地
と
な
っ
た

場
所
や
施
設
の
周
知
に
も
つ
な

げ
て
い
ま
す
。

　今
後
は
さ
ら
に
市
民
と
一
緒
に
、

誘
致
を
推
進
し
て
い
く
予
定
で
す
。

情
報
発
信
効
果
の
高
い
映
像
作
品

を
通
し
て
、
地
域
の
P
R
と
活
性

化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

山根町を中心にロケが行われた「星屑の町」。「あまちゃん」でも主演を務めたのんさんがヒロインを演じた

各種ロケーションサービスやロケ地情報などをまとめたマップ

映画「永遠の１分。」の製作風景。久慈地下水族科学館もぐらんぴあを貸し切って撮影が行われた

たくさんの地域住民がエキストラとして参加

□□□□□□□□□□□□
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右：2022年度から防災士の養成もスタート。
５年で250名の防災士が誕生することを目
指している
左：避難訓練の様子

最新情報を反映し、2023年に刷新さ
れた久慈市総合防災ハザードマップ

住
み
続
け
た
い

ま
ち
で
あ
る
た
め
に

誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
久
慈
市
へ

の
活
用
な
ど
、
新
た
な
経
済
活
動

を
誘
発
す
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

 

ま
た
、
２
０
１
６
年
、
２
０
１
９

年
に
相
次
い
で
発
生
し
た
台
風
に

よ
る
市
街
地
の
浸
水
被
害
を
受

け
、
低
地
に
た
ま
っ
た
水
を
強
制

的
に
排
水
す
る
雨
水
ポ
ン
プ
場

を
、
新
井
田
・
十
八
日
町
・
田
高

地
区
に
整
備
。
２
０
２
３
年
度
中

の
完
成
を
目
指
し
、
内
水
氾
濫
防

止
へ
の
対
策
も
進
め
て
い
ま
す
。

　久
慈
市
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
災

害
に
対
応
す
る
た
め
、
各
種
防
災
設

備
の
強
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

 

そ
の
一
つ
が
「
久
慈
港
湾
口
防
波

堤
」
の
整
備
で
す
。
１
９
９
０
年
か

ら
久
慈
湾
で
整
備
を
進
め
て
い
る
も

の
で
、
２
０
２
２
年
度
末
現
在
約
２

９
０
０
m
が
完
成
。
２
０
３
３
年
度

ま
で
に
総
延
長
３
８
０
０
m
の
完
成

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

 

こ
の
防
波
堤
設
置
の
第
一
の
目
的

は
、
津
波
か
ら
住
民
の
命
や
財
産

を
守
る
こ
と
。
東
日
本
大
震
災
の

際
も
、
建
設
途
中
で
あ
っ
た
も
の

の
津
波
の
威
力
を
軽
減
で
き
た
と

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、

外
洋
の
影
響
を
受
け
に
く
い
静
穏

域
（
波
が
穏
や
か
な
エ
リ
ア
）
が

で
き
る
こ
と
に
よ
り
、
荷
役
稼
働

率
の
向
上
や
船
舶
の
避
難
泊
地
の

確
保
、
養
殖
事
業
や
レ
ジ
ャ
ー
へ

こ
の
ま
ち
に
住
む
人
が
一
生
涯
に
わ
た
り

元
気
で
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
、

久
慈
市
で
は
、
防
災
、
福
祉
、
子
育
て
支
援
な
ど
の

側
面
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
整
備
を
推
進
。

い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
た
い
ま
ち
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
２
年
度
末
現
在
42
組
織
が

結
成
さ
れ
て
お
り
、
今
後
は
市
全

域
で
の
結
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝

地
震
津
波
な
ど
に
よ
る
新
た
な
被

害
想
定
の
発
表
を
受
け
、
久
慈
市

総
合
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
避

難
場
所
な
ど
を
見
直
し
。
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
全
戸
に
配
布
し
、
日

頃
か
ら
の
備
え
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

　一
人
ひ
と
り
の
防
災
意
識
を
高

め
、
地
域
住
民
が
支
え
合
う
こ
と

で
一
人
で
も
多
く
の
命
が
救
え
る

よ
う
、「
公
助
」
に
加
え
て
「
自
助
」

「
共
助
」
の
気
運
を
官
民
が
一
体
と

な
り
高
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　東
日
本
大
震
災
津
波
、
台
風
に

よ
る
浸
水
と
、
大
自
然
の
脅
威
を

目
の
当
た
り
に
し
て
き
た
久
慈
市
。

こ
れ
ら
の
出
来
事
を
教
訓
と
し
、

ハ
ー
ド
面
の
防
災
対
策
と
と
も
に

進
め
て
い
る
の
が
自
主
防
災
組
織

の
結
成
で
す
。

　自
主
防
災
組
織
と
は
、
町
内
会
や

自
治
会
、
住
民
自
ら
が
自
主
的
・
組

織
的
に
防
災
活
動
を
行
う
組
織
の
こ

と
。
避
難
の
呼
び
か
け
や
避
難
訓
練

の
実
施
の
ほ
か
、
災
害
の
恐
れ
が
あ

る
と
き
に
は
、
高
齢
者
や
体
の
不
自

由
な
人
な
ど
避
難
が
困
難
な
方
を
地

域
ぐ
る
み
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
久
慈
市
で
は

市
の
職
員
が
各
地
域
に
出
向
い
て
説

明
す
る
な
ど
し
て
結
成
を
後
押
し
。

自
主
防
災
組
織
の

結
成
を
後
押
し

「
自
助
・
共
助
」で
救
う
命

誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
久
慈
市
へ

SAFE LIVING

整備中の新井田ポンプ場。25mプール（360㎥）の
水を約１分で排水

2033年度の完成を目指す久慈港湾口防波堤

災
害
に
強
い
ま
ち
へ

湾
口
防
波
堤
、

雨
水
ポ
ン
プ
場
を
整
備
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「いきいき百歳体操」には現在72団体
881名が参加（2022年度）

久慈市の保健・医療・福祉に関わる機関が集約する「元
気の泉」。施設内には、久慈市の子育て世代包括支援セ
ンター、保健推進課、地域包括支援センターがある

2022年度には21回開催
された「認知症サポーター養
成講座」。小中学校では寸劇
を交えるなど工夫して実施

悩んでいる人に気づき声をかけ、話を聴いて、必要な支援につな
げ見守りを行う「ゲートキーパー」の養成にも力を入れている

「元気の泉」には子育て、心身の健康、高齢者の生活に関する
相談窓口を併設。ワンストップでさまざまな相談が可能

妊娠期から事業を実施。各種
健診や相談など子育てをサ
ポート

　久
慈
市
に
暮
ら
す
誰
も
が
心
身

と
も
に
健
や
か
に
生
活
し
て
い
け

る
よ
う
、
久
慈
市
で
は
旭
町
の
「
元

気
の
泉
」
内
に
設
置
さ
れ
た
「
子
育

て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」「
保

健
推
進
課
」「
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
」
で
、
各
年
代
に
対
し
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　高
齢
者
に
は
介
護
予
防
事
業
と

し
て
、
市
内
の
各
地
区
で
週
に
１

回
「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」「
か
み

か
み
百
歳
体
操
」
を
実
施
。
継
続
す

る
こ
と
で
機
能
維
持
改
善
も
見
ら

れ
、
さ
ら
に
は
住
民
同
士
の
交
流

に
も
つ
な
が
る
な
ど
成
果
を
上
げ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
認
知
症
に
対

す
る
理
解
を
深
め
、
当
事
者
や
そ

の
家
族
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ

と
を
目
的
に
、
市
内
の
小
中
学
校

や
企
業
、
市
民
な
ど
を
対
象
に
「
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を
実

施
。
V
R
機
材
を
活
用
し
た
認
知

症
体
験
を
実
施
す
る
な
ど
、
誰
も

が
い
る
家
庭
を
保
健
師
や
看
護
師

が
訪
問
。
育
児
相
談
や
乳
幼
児
健

康
診
査
等
の
案
内
、
育
児
情
報
の

提
供
を
行
う
ほ
か
、
お
母
さ
ん
の

孤
立
化
防
止
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

　２
０
２
０
年
に
子
育
て
世
代
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
「
元
気
の
泉
」

内
に
設
置
さ
れ
、
子
育
て
に
関
連

す
る
部
署
を
集
約
。
妊
娠
期
か
ら

子
育
て
期
ま
で
切
れ
目
の
な
い
相

談
や
支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
高
齢
者
の
地
域
で

の
暮
ら
し
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
合
わ
せ
、

生
涯
に
わ
た
る
支
援
や
相
談
を
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
で
受
け
ら
れ
る
こ
と

も
久
慈
市
の
強
み
で
す
。

　子
育
て
世
帯
に
つ
い
て
は
、
国

が
行
っ
て
い
る
「
複
数
の
子
ど
も
が

保
育
施
設
を
利
用
し
て
い
る
場
合

の
多
子
軽
減
」「
世
帯
の
住
民
税
所

得
割
合
算
額
に
応
じ
た
多
子
軽
減
」

の
保
育
料
軽
減
策
に
加
え
、
市
独

自
の
軽
減
策
と
し
て
「
保
護
者
が
扶

養
す
る
満
18
歳
ま
で
の
子
ど
も
が

い
る
場
合
は
第
３
子
以
降
は
無
料
」

「
年
度
途
中
で
３
歳
に
な
っ
た
場
合

は
翌
月
か
ら
３
歳
児
と
み
な
し
て

満
3
歳
児
の
利
用
料
を
適
用
」
と
し

て
い
る
ほ
か
、
２
０
２
３
年
度
か

ら
は
新
た
な
保
育
料
軽
減
策
も
導

入
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　ま
た
「
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
」
と

し
て
、
生
後
４
カ
月
未
満
の
乳
児

市
独
自
の
支
援
策
も

子
育
て
し
や
す
い

ま
ち
を
目
指
し
て

誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
久
慈
市
へ

SAFE LIVING

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し

い
生
活
を
続
け
て
い
く
た
め
の
支

援
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

　さ
ら
に
「
い
の
ち
を
支
え
る
久
慈

市
自
殺
対
策
計
画
」
を
策
定
し
、
関

係
機
関
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と

も
連
携
し
な
が
ら
自
殺
対
策
の
取

り
組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。「
ゲ
ー

ト
キ
ー
パ
ー
養
成
研
修
」や
、中
学
・

高
校
な
ど
で
の
こ
こ
ろ
の
健
康
教

室
、
胃
が
ん
検
診
・
住
民
健
診
の

際
に
行
う
「
う
つ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
」
な
ど
を
通
し
て
自
殺
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

自
分
ら
し
い
生
活
を
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アンバーホールに市内の中学２年生が一堂に会し、地元企業の話を聞く「キャリアオーケストラ」

新規採用を目指す企業が集まり情報交換する情報共有会中学校２年生が市内の事業所で職場体験

望
す
る
企
業
に
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

を
派
遣
し
企
業
の
魅
力
ア
ッ
プ
を

後
押
し
す
る
ほ
か
、
K
タ
ー
ン
し

て
き
た
人
や
採
用
し
た
企
業
へ
の

奨
励
金
の
支
給
や
、
起
業
者
へ
の

補
助
事
業
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
２
０
１
５
年
度
か
ら
は
「
地

域
お
こ
し
協
力
隊
」
の
受
け
入
れ

も
開
始
。
２
０
２
１
年
に
そ
れ
ま

で
の
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
提
示
型
」
の

ほ
か
「
企
画
提
案
型
」
を
加
え
た

こ
と
で
さ
ら
に
マ
ッ
チ
ン
グ
度
の

高
い
人
材
の
採
用
に
つ
な
が
っ
て

お
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
と
も
に

地
域
を
盛
り
上
げ
た
り
、
新
た
な

産
業
を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　久
慈
市
で
は
主
に
中
学
生
を
対

象
と
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
や
、
U
・

I
・
J
タ
ー
ン
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

「
K
（
U
J
I
）
タ
ー
ン
事
業
」
な

ど
を
通
じ
て
、「
久
慈
で
働
き
た
い
」

と
思
う
人
を
増
や
す
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。

　市
内
全
て
の
中
学
２
年
生
を
対

象
と
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
事
業
で

は
、
生
徒
が
一
堂
に
会
し
市
内
の

企
業
約
30
社
の
話
を
聞
く
「
キ
ャ

リ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
（
職
業
講
演

会
）」、
そ
の
後
の
市
内
一
斉
の
職

場
体
験
「
社
会
体
験
W
E
E
K
」

な
ど
を
通
し
て
、
地
域
の
多
様
な

産
業
や
仕
事
を
知
り
、
働
く
こ
と

を
考
え
る
機
会
を
創
出
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
大
卒
者
の
採
用
を
希

誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
久
慈
市
へ

SAFE LIVING

久
慈
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に

夢
を
か
な
え
よ
う
！

　県立農業大学校を卒業後県内の畜産農家に就職しましたが、ずっと興味のあった短角牛に
ついて、もっと知りたいと思い地域おこし協力隊に応募しました。2022年から久慈で暮らしてい
ます。現在は短角考房・北風土（久慈市山形町）で精肉加工技術を学んでいるほか、肥育農
家で餌やりなどのお手伝いをしています。平庭闘牛大会では勢子にも初挑戦。まだ少し怖いで
すが、先輩方のようにかっこいい姿をお見せできるようになれたらと思っています。
　短角牛は、その愛らしい表情も、お肉のおいしさも大好き。惚れ込んでいます。将来は、短角
牛の肥育から肉の加工・販売までを一貫して手掛ける会社を起業できればと考えていて、残り
の任期でもっと多くのことを学び、人脈を広げたいと思っています。

地域おこし協力隊　2022年８月～　小野沢 りん さん ［長野県出身］

短角牛を学ぶために久慈に

久慈の「働き人」に聞きました！

　前職で舞台俳優をしていた私は、たまたま巡業で訪れた久慈で「北限の海女PR隊」の
募集を見て参加しました。３カ月の活動を経て、もっと久慈市のことが知りたいと思い、
2015年に地域おこし協力隊として移住してきました。卒隊後は市の支援制度を利用して
会社を起業。現在は、市の委託を受け移住コーディネーターとして活動しているほか、小袖
海岸やもぐらんぴあでの海女の実演、県内外での観光PRやイベントでのMC、商品開発
なども行っています。
　SNSでの発信を通して久慈を知り、訪れてくれる方がいることを何よりのやりがいと感じ
ています。今後は他の地域とも連携しながら、地方を盛り上げていく仕事をしていきたいです。

久慈市移住コーディネーター　藤織　ジュン さん ［東京都出身］

協力隊を経て地元で起業

久
慈

の働き人

1

久慈の働き人

2
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戦
国
時
代
の
武
将
、大
浦
光
信
は
久

慈
の
出
身
。鰺
ヶ
沢
町
の
種
里
城
に
居
城

し
て
勢
力
を
拡
大
し
、光
信
か
ら
５
代
目

の
大
浦
為
信（
後
の
津
軽
為
信
）が
初
代

津
軽
藩
主
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、光
信
は

津
軽
藩
始
祖
と
敬
わ
れ
て
い
ま
す
。

2
0
2
0
年
10
月
に
は
、光
信
と
津
軽

に
関
わ
り
の
あ
る
岩
手・青
森・秋
田
の
５

市
町
が「
歴
史
文
化
で
結
ぶ
交
流
宣
言
」

を
締
結
。光
信
が
つ
な
ぐ
歴
史
の
縁
を
後

世
に
伝
え
な
が
ら
、現
代
に
お
け
る
交
流

の
輪
も
広
げ
て
い
ま
す
。

　
久
慈
市
の
歴
史
を
今
に
伝
え
る
も
の
と

い
え
ば
、大
川
目
町
に
あ
る「
久
慈
城
跡
」。

久
慈
城
は
久
慈
川
沿
い
に
開
け
た
平
野
を

一
望
す
る
丘
陵
に
建
て
ら
れ
た
山
城
で
、

南
部
氏
の
一
族
で
あ
っ
た
久
慈
信
実
が
居

城
し
た
後
、
久
慈
氏
代
々
が
居
城
し
ま
し

た
。
今
で
も
主
郭
や
濠
跡
、
馬
場
跡
な

ど
が
良
好
な
状
態
で
残
り
、
中
世
山
城

の
条
件
を
備
え
た
貴
重
な
史
跡
で
あ
る
と

し
て
、
2
0
2
2
年
４
月
に
は
岩
手
県

の
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

大川目町にある「久慈城跡」。標高約80mの丘
陵を利用して築かれた山城で、眼下には久慈川
沿いの平野を見下ろす

青森県鰺ヶ沢町にある「光信公の館（種里城
跡）」前庭に建てられた大浦光信の銅像

山車はすべて、市内の山車組による手作り。準
備から本番に至るまで、秋まつりは地域の一体
感を高める役割も担っている

久慈城跡は地域の皆さんによって整備され、自由に見学
することができる。城跡の散策が楽しめ、多くの歴史ファ
ンが訪れている

黒石市、弘前市、鰺ヶ沢町、久慈市、横手市の５市町に
より「歴史文化で結ぶ交流宣言」を締結

2022年10月に行われた「久慈地方産業まつり」では、
光信ゆかりの連携都市が特産品などを販売

夜には山車や神輿もライトアップ。昼とはまた違う幻想的
な美しさ

最大12ｍまでせり上がる山車は勇壮で豪華絢爛中日には子どもから大人まで参加するにぎやかな郷土芸
能パレードも行われる

【
大
浦
光
信
】

【
久
慈
城
跡
】

歴
史
探
訪

　
毎
年
９
月
の
第
３
木
曜
〜
日
曜
に
行

わ
れ
る
「
久
慈
秋
ま
つ
り
」。
岩
手
県
北

最
大
規
模
の
お
祭
り
で
、
前
夜
祭
を
含

む
４
日
間
で
県
内
外
か
ら
約
10
万
人
が

訪
れ
ま
す
。
も
と
も
と
は
大
神
宮
、
巽

山
稲
荷
神
社
、
秋
葉
神
社
（
現
在
は

大
神
宮
に
合
祀
）
の
三
社
に
奉
納
す
る

祭
礼
で
、
五
穀
豊
穣
や
除
災
招
福
を
祈

願
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
金
曜
の「
お
通
り
」、日
曜
の「
お
還

り
」に
は
、市
内
の
目
抜
き
通
り
を
神
輿

と
山
車
が
大
パ
レ
ー
ド
。山
車
は
市
内
の

山
車
組
に
よ
る
手
作
り
で
、歴
史
上
の

物
語
を
モ
チ
ー
フ
に
し
て
い
ま
す
。中
日

（
土
曜
）に
は
郷
土
芸
能
パ
レ
ー
ド
が
行
わ

れ
、こ
ち
ら
も
人
気
。子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
誰
も
が
、久
慈
市
民
と
し
て
の一
体

感
を
感
じ
ら
れ
る
行
事
で
も
あ
り
ま
す
。

久
慈
秋
ま
つ
り

太鼓やお囃子、神輿の担ぎ手たちの威勢のい
い掛け声に市内が包まれる

歴
史
、文
化
、地
域…

も
っ
と
も
っ
と
久
慈
を
知
ろ
う 
①

歴
史
、文
化
、地
域…

も
っ
と
も
っ
と
久
慈
を
知
ろ
う 

②
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三船十段が創案した技「隈落し」

三船十段記念館柔道場で汗を流す子どもたち

歴
史
、文
化
、地
域…

も
っ
と
も
っ
と
久
慈
を
知
ろ
う 

③

柔
道
の
ま
ち

久
慈

　
柔
道
の
発
展
に
貢
献
し
「
柔
道
の
神

様
」
と
も
称
さ
れ
る
三
船
久
蔵
十
段
を

輩
出
し
た
久
慈
市
で
は
、
誰
も
が
気
軽

に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
健
康
増
進
や
体

力
づ
く
り
が
で
き
る
環
境
の
整
備
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
三
船
十
段
生
誕
の
地
と
し
て

「
柔
道
の
ま
ち
久
慈
」
を
県
内
外
に
発
信

し
て
い
く
た
め
、
各
種
柔
道
大
会
や
柔

道
教
室
な
ど
を
開
催
。
な
か
で
も
「
三

船
十
段
杯
争
奪
柔
道
大
会
」
は
半
世
紀

以
上
続
く
東
北
規
模
の
大
会
で
、
小
学

生
か
ら
一
般
選
手
ま
で
幅
広
い
年
代
の

選
手
が
多
数
参
加
し
て
い
ま
す
。
ほ
か
に

も
、
久
慈
市
の
指
定
強
化
選
手
の
遠
征

補
助
も
実
施
。
競
技
力
の
向
上
や
競
技

人
口
の
拡
大
と
と
も
に
、
柔
道
に
対
す

る
市
民
の
理
解
や
認
知
度
の
向
上
に
も

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

久慈の子どもたちは柔道教室などを通して幼い頃から柔
道に親しむ。ここから未来の金メダリストが生まれるかも

三船十段に関する貴重な資料や映像などを見ることが
できる「三船十段記念館」

市内の中高生や指導者などが岩手県柔道連盟指定選
手から指導を受ける柔道強化錬成会

歴
史
、文
化
、地
域…

も
っ
と
も
っ
と
久
慈
を
知
ろ
う 

④

【
ま
め
ぶ
】

　
江
戸
時
代
か
ら
山
形
町
に
受

け
継
が
れ
て
き
た
ハ
レ
の
日
を
彩

る
伝
統
食
。地
元
で
と
れ
た
ゴ
ボ

ウ
や
ニ
ン
ジ
ン
、焼
き
豆
腐
、し
め

じ
な
ど
と一緒
に
、ク
ル
ミ
と
黒
砂

糖
の
入
っ
た
小
さ
な
小
麦
団
子

を
煮
込
ん
だ
具
だ
く
さ
ん
の
汁

物
で
す
。
2
0
2
1
年
に
は
文

化
庁
の「
1
0
0
年
フ
ー
ド
」に

認
定
。「
ま
め
ぶ
フ
ェ
ス
タ
」や
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
な
ど
を
通
し
て
、保

護
と
継
承
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
平
庭
高
原
で
年
に
４
回
開
催

さ
れ
る
、東
北
唯
一
の
闘
牛
大

会
。か
つ
て
沿
岸
か
ら
内
陸
に
塩

を
運
ん
で
い
た
牛
た
ち
の
隊
列
の

先
頭
を
決
め
る
角
の
突
き
合
わ

せ
が
起
源
の
た
め
、勝
負
を
付
け

ず
に
引
き
分
け
で
終
わ
ら
せ
る

の
が
特
徴
で
す
。と
は
い
え
、最

大
１
t
を
超
え
る
牛
た
ち
が
ぶ

つ
か
り
合
う
姿
は
迫
力
満
点
。新

潟
や
沖
縄
で
行
わ
れ
て
い
る
闘

牛
へ
の
牛
の
供
給
地
と
し
て
の

役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。

【
白
樺
林
】

　
平
庭
高
原
の
白
樺
林
は
、
群

生
面
積
・
本
数
と
も
に
日
本
一
。

か
つ
て
放
牧
地
だ
っ
た
場
所
に
31

万
本
を
超
え
る
白
樺
が
群
生
し

て
い
ま
す
。
白
い
木
立
が
美
し
い

白
樺
林
で
す
が
、
寿
命
を
迎
え

た
木
も
多
く
、
実
は
存
続
の
危

機
。
2
0
1
4
年
か
ら
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
倒
木
の
撤
去
や

植
樹
活
動
が
行
わ
れ
て
お
り
、

2
0
2
1
年
か
ら
専
門
機
関
に

よ
る
本
格
的
な
調
査
も
開
始
。

地
域
の
宝
で
あ
る
白
樺
林
再
生

の
気
運
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

山
形
町
エ
リ
ア

【
平
庭
闘
牛
大
会
】
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モニターツアーでは、
外国人にもまめぶの
魅力をアピール

2022年には280
名を超えるボランティ
アが参加し、白樺やツ
ツジの植樹、草刈りな
どが行われた

牛の手綱を持ったり周りではやし立
てる人は「勢子（せこ）」と呼ばれる



農林漁家民泊体験
数人のグループに分かれて民家に宿泊。田舎暮
らしや地元文化、久慈の人々の温かなおもてな
しの心を肌で感じられると好評です。

ラインクライミング
専用のロープとハーネス（安全ベルト）を使った木登り体験。
普段見ることのない視点から眺める森の風景は格別です。

漁業体験
サッパ船（小型漁船）に乗り込み刺網漁を体験。
雄大な太平洋や三陸の景色を眺めながら、海の
達人である地元漁師からプロの技を学びます。

魚さばき体験
三陸産の魚を自身の手でさばきます。インストラ
クターは地元のおかあさん。食の大切さを生徒た
ちに伝えます。

内間木洞探検
総延長6300mに及ぶ国内有数の鍾乳洞を探
検。さまざまな形の鍾乳石や、「千畳敷」と呼ばれる
大空間など、自然の驚異を目にすることができます。

平庭 白樺美林ウォーク
木漏れ日の中、平庭高原の白樺林とブナ林をウォーキング。白樺
樹液のハンドマッサージやハンモック体験でリフレッシュできます。

山根森林ヨガ・
温泉入浴体験

侍浜タラソテラピーウォーク
太平洋の潮風を感じながら、アカマツ林など起伏
のあるコースをウォーキング。タラソテラピーと森林
浴が一度に楽しめます。

開運！十二支巡りウォーク
健康と開運を祈願しながら十二支を巡るユニーク
なウォーキング。途中には地形を利用したストレッ
チや脳活性ゲームも。

大 人 向 け「 久 慈 セラピ ー 」プログラム

生 徒 向 け「 体 験 教 育 旅 行 」プログラム（ 一 部 ）

熊野神社の森で、ケヤキの巨樹に見守られな
がらヨガ体験。東北随一の強アルカリ性温泉
「新山根温泉べっぴんの湯」では効果的な入
浴法も学びます。

久
慈
の
魅
力
を

と
こ
と
ん
満
喫
！

こ
こ
ろ
に
残
る

く
じ
体
験

多
彩
な
自
然
と
四
季
折
々
の
行
事
、

温
か
な
お
も
て
な
し
が
訪
れ
る
人
を

出
迎
え
て
く
れ
る
久
慈
市
。

き
っ
と
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
に
な
る
、

久
慈
で
の
体
験
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

シャワークライミング
渓流の中を流れに逆らいながら上流へ。途中には
深みや小さな滝などもあり、励まし合いながら進む
ことで協力することの大切さを学びます。

い
て
、
タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー
や
森
林

浴
、
温
泉
浴
な
ど
を
取
り
入
れ
た

「
久
慈
セ
ラ
ピ
ー
」
が
好
評
。「
久

慈
健
や
か
笑
顔
の
食
卓
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
と
し
て
、
市
内
の
飲
食
店

で
は
地
元
産
食
材
に
こ
だ
わ
り
カ

ロ
リ
ー
や
塩
分
量
、※
P
F
C
バ

ラ
ン
ス
に
配
慮
し
た
健
康
食
メ

ニ
ュ
ー
を
味
わ
う
こ
と
も
で
き
ま

す
（
要
予
約
）。

　海
と
山
に
囲
ま
れ
た
久
慈
市
。

自
然
の
恩
恵
を
受
け
な
が
ら
地

域
の
な
り
わ
い
を
育
て
、
久
慈

な
ら
で
は
の
文
化
を
育
ん
で
き

ま
し
た
。
そ
ん
な
地
域
の
魅
力

を
楽
し
み
な
が
ら
学
ん
で
ほ
し

い
と
、
久
慈
市
で
は
多
彩
な
体

験
教
育
旅
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
も
、
あ
り
の
ま
ま
の

久
慈
の
自
然
や
文
化
に
触
れ
ら

れ
る
、
地
域
資
源
を
最
大
限
に

生
か
し
た
内
容
。
仙
台
を
中
心

に
関
東
な
ど
か
ら
の
学
校
も
受

け
入
れ
て
お
り
、「
助
け
合
い
の

精
神
が
学
べ
た
」「
協
調
性
が
育

ま
れ
た
」「
自
然
と
向
き
合
い
大

き
な
気
づ
き
を
得
た
」
な
ど
高

い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

　ま
た
大
人
向
け
の
ヘ
ル
ス
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
開
発
に
も
取
り
組
ん
で

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

久
慈
で
楽
し
む

体
験
学
習

※Protein（タンパク質）、Fat（脂肪）、Carbohydrate
（炭水化物）の頭文字をとったエネルギー源となる三大
要素。PFCバランスは健康に大きく影響を及ぼします
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三陸鉄道
久慈駅と大船渡市の盛駅を結ぶ三陸
鉄道。久慈駅には観光案内所のほか北
三陸地域のお土産が買えるショップも。
駅内「三陸リアス亭」のウニ弁当は売り
切れ必至の人気商品です。

山根六郷・桂の水車広場
敷地内には、今でも現役で活躍している
水車や山根神楽を披露する舞台、久慈
市天然記念物に指定されているケヤキ
の巨樹があります。

久慈琥珀博物館
国内唯一の琥珀専門博物館。ジオラマ
で再現した太古の森や、久慈や世界で
発掘された貴重な琥珀などを展示。琥
珀の採掘や琥珀玉づくりなどの体験メ
ニューも好評です。

道の駅くじ やませ土風館
観光案内所や産直コーナー、お土産
品・工芸品の販売のほか、海鮮料理が
自慢のレストランや、豪華絢爛な久慈秋
まつりの山車も展示されています。

新山根温泉べっぴんの湯
改修工事を経て2022年４月に営業を再開。東北随一の強アルカリ性
（pH10.7）のお湯で、湯上りの肌は、つるつる・すべすべ。「美肌の湯」として
人気です。

小袖海女センター
海女を紹介する展示コーナーや軽食スペースを備
えた小袖海岸の観光拠点。夏季には北限の海女
による素潜り実演も行われます。

三船十段記念館
久慈市出身の柔道家・三船久蔵十
段が行った柔道の振興や発展、国際
化の偉業の顕彰を目的とした施設。
三船十段の足跡や書道作品、遺品な
どを展示。三船十段が創案した技「隅
落し（別名：空気投げ）」などの貴重な
映像も見られます。柔道場も併設して
おり道場生が日々稽古しています。

久慈市
情報交流センター
YOMUNOSU
観光案内所と図書館がひとつになった
複合施設。「あまちゃん」に関する展示ス
ペースや地産地消カフェ、展望室なども
あり、市民はもちろん観光客にも広く利
用されています。

久慈地下水族科学館もぐらんぴあ
東日本大震災を生き抜いた「かめ吉」が三陸の魚たちと
泳ぐトンネル水槽や、海女の素潜り実演が見られる海水
槽が人気。４階には施設の応援団長「さかなクン」のコー
ナーも。

｜久｜慈｜市｜お｜す｜す｜め｜観｜光｜ス｜ポ｜ッ｜ト｜
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東北で唯一の闘牛大会。初夏から秋にかけて「わかば場所」「つつじ
場所」「しらかば場所」「もみじ場所」の４場所を開催します。迫力あふれ
る若牛たちの勇姿を見ることができます。

９月の第３木曜～日曜に行われる岩手県北地域最大のおまつり。豪
華絢爛で巨大な手作り山車は高さ12ｍほどにまでせり上がり迫力満
点です。

久慈秋まつり 平庭闘牛大会

山形町の畑で見つかった未確認生物「ガタゴン」
の名を冠した、山形町の商店街で例年８月中旬
に開催される夏のおまつり。流し踊りや山車運行、
盆踊りなどが行われます。

毎月３と８のつく日に、「市日通り」と呼ばれる市の
中心部に旬の野菜や海産物などを売る店舗が
並びます。交通や文化の要路として栄えた久慈の
歴史を今に伝えます。

久慈の市日
８月の第１日曜に小袖漁港で開催。北限の海女
の素潜り実演や海産物の販売などが行われ、多く
の人でにぎわいます。

北限の海女フェスティバル平庭高原つつじまつり

２月の第２土曜に行われる冬のビッグイベント。ま
めぶ汁をはじめとした郷土料理の屋台が出店する
ほか観客参加型のイベントも。まつりの最後には
大輪の花火が冬の夜空を彩ります。

平庭高原スキー場まつり
旧暦の七夕に合わせて、８月上旬に市の中心部
で開催されるイベント。吹き流しなどの七夕飾りで
彩られた会場では、郷土芸能やグルメ屋台が楽し
めます。

ヤマセあきんど祭りガタゴンまつり

レンゲツツジが見頃を迎える６月上旬頃に平庭
高原で開催。朱色のツツジが咲き誇るなか、特
産品の販売や各種イベントが行われます。

久
慈
の

季
節
を
彩
る

歳
時
記
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野田IC

久慈IC

侍浜IC

久慈宇部IC

久慈南IC

久慈北IC

侍浜南IC

普代北IC

三
陸
沿
岸
道
路

夏井川

馬
淵
川

長
内
川

久慈川

陸中中野

陸中夏井

久
慈

陸中宇部

陸中野田

大沢橋梁

野田玉川

十府ヶ浦
海岸

白井海岸

堀内

侍浜

市総合運動場
サンスポーツランド久慈

久慈市文化会館（アンバーホール）

長内市民センター

福祉の村

道の駅
いわて北三陸

長泉寺の大公孫樹

久慈国家石油
備蓄基地事務所

道の駅 白樺の里やまがた

牛島

久慈地下水族科学館
もぐらんぴあ

あーとびる麦生

久慈湾

そばの匠館

山根市民センター

新山根温泉
べっぴんの湯

大月峠

宇部市民センター

夏井市民センター

大川目市民センター

久慈市民体育館
中央市民センター

小久慈市民センター

久慈市山村文化交流センター久慈市山村文化交流センター

内間木キャンプ場
内間木ビジターセンター

B&G海洋センターB&G海洋センター

大滝大滝

白樺荘白樺荘

レンゲツツジ群生地レンゲツツジ群生地

久慈市山形総合支所久慈市山形総合支所

久慈
市役所

久慈市情報交流センターYOMUNOSU

久慈マレット
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JR八
戸
線

三
陸
鉄
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リ
ア
ス
線
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久 慈 市
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洋野町

太
平
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十
府
ヶ
浦
海
岸

侍
浜
海
岸

三船十段記念館

つりがね洞

小袖海女センター
五丈の滝

侍浜市民
センター

侍浜海水プール

横沼展望所

侍石

北侍浜野営場

舟渡海水浴場

厳島神社

ケルン・鎮魂の鐘と光
久慈港

桂の水車広場

不老泉

内間木洞

道の駅くじ
やませ土風館

巽山稲荷神社

平庭高原キャンプ場

久慈琥珀博物館

慈光寺 久慈城跡

戸呂町産直館戸呂町産直館

滝ダム

下戸鎖のケヤキ

鏡岩

いわて名水清水川

日本一の白樺美林

平庭高原スキー場
平庭高原パークゴルフ場

みちのく潮風トレイル

あまちゃん街道

久慈渓流

長内渓流

小袖海岸

道の駅のだ
観光物産館
ぱあぷる

道の駅 おおの

夫婦岩

平庭高原

Access Information for KUJI CITY

KUJI
CityMap

久慈市
地図

新函館北斗

新青森

九戸IC ●

秋田 盛岡 宮古

仙台

八戸
青森

  ◆
いわて花巻空港

◆三沢空港

◆盛駅
高
速
道
路

新
幹
線

久慈

※三陸沿岸道路のハー
フインターチェンジは、
北方面または南方面の
いずれか一方向のみ進
入・退出が可能なイン
ターチェンジです。

ハーフインター
チェンジの形式

本線から接続路に
2箇所の出入り口

［現地の形状］

接続路 接続路

進入不可 退出不可

退出可 進入可

［凡例］

宮古盛岡横断道路
1時間20分

釡石自動車道
1時間5分

三陸沿岸道路
1時間30分

三陸沿岸道路
1時間

三陸沿岸道路
1時間40分

三陸沿岸道路
2時間15分

一般道
5分

盛岡IC

花巻IC

仙台港北IC

宮古中央IC

釡石中央IC

陸前高田IC

久
慈
駅

JRバス（白樺号）／岩手県北バス（こはく号）
2時間45分／2時間15分

岩手県北バス（岩手きずな号）
10時間40分

三陸鉄道リアス線
1時間40分

盛岡駅

東京駅

宮古駅

川口JCT 盛岡IC 九戸IC

久
慈
駅

■バス・三陸鉄道

■自動車
東北自動車道

三陸沿岸道路

東北自動車道
約5時間20分

八戸是川IC 三陸沿岸道路
40分

東北・八戸自動車道
1時間20分

一般道
50分

■新幹線～八戸線～バス

東京駅

仙台駅

秋田駅

新函館北斗駅 新青森駅 八戸駅北海道新幹線
60分

東北新幹線
2時間10分

東北新幹線
25分

新幹線リレーバス
（JRバススワロー号）

1時間10分

盛
岡
駅

二
戸
駅

久
慈
駅

秋田新幹線
1時間30分

東北新幹線
40分

東北新幹線
25分

12分　東北新幹線

JR八戸線
1時間40分

久
慈
IC
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久 慈 市 の 花 鳥 木

つつじ うぐいす しらかば

久 慈 市 の 名 誉 市 民

故  三船久蔵十段

1883（明治16）年久慈市生まれ。
仙台二中卒業後、講道館に入門。
「空気投げ」（隅落し）などの技を編み
出し、近代柔道の発展に貢献。
1945（昭和20）年講道館十段を授
けられ名人の称を受ける。1954（昭
和29）年久慈市名誉市民。1961
（昭和36）年文化功労者。1965（昭
和40）年逝去。

1890（明治23）年アメリカ合衆国イン
ディアナ州フランクリン市生まれ。フラ
ンクリン大学、シカゴ大学に学び、
1915（大正4）年初来日。1931（昭和
6）年久慈市に移住。アレン国際短期
大学の設立をはじめ教育・医療・福祉
の分野で活躍。1968（昭和43）年勲
四等瑞宝章、1959（昭和34）年久慈
市名誉市民。1976（昭和51）年逝去。

故 タマシン・アレン先生
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